
組合だより   
【 第３０７号 令和２年１月 日本羊腸輸入組合 】 

 

新年明けましておめでとうございます。 

 旧年中は、組合員及び関係の皆様より格別の御厚情を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

本年も引き続き当組合事業に対する御理解と御協力をよろしく御願い申し上

げます。 

 

 理事会等  

 

〇昨年１２月の理事会開催はありませんでした。 

 

 事務局  

 

○12月2日に開催された厚生労働省による「HACCPの考え方を取り入れた衛生管

理のための手引書」の技術検討会に、川村理事長、松永副理事長、濱本WG委

員、小林WG委員、依田事務局長の5名が出席しました。 

 検討会終了後、5名で農林水産省国際衛生対策室の沖田室長を訪問し、パキス

タン・中国の加工保管施設指定推進等を要請しました。 

 

○中国肉類協会天然腸衣分会（ＣＮＳＣＡ）からの 2020日中天然腸貿易合同会

議開催の提案を受け、3 月 24日に開催する方向で準備を開始しました。 

 

○12 月 24日、川村理事長、関副理事長、依田事務局長が、動物検疫所の伊藤所

長を訪問し、天然腸輸入状況、中国ＡＳＦの影響等について意見交換を行い

ました。 

 

〇天然腸輸入報告統計１１月分のとりまとめと１２月分の報告依頼を行いまし

た。 

 

 



 

 統計  ＊統計の詳細は組合ホームページで御確認下さい。 

 

【財務省貿易統計】 

 令和元年１１月の天然ケーシング輸入量は、次のとおりです。 

・総輸入量 463.4t(前月比＋76.3t、＋ 19.7％／前年同月比＋143.6t､＋ 44.9％) 

・中国原産 289.9t(  〃  ＋86.5t､ ＋ 42.5％／   〃   ＋ 87.0t､＋ 42.9％） 

・豪州原産  78.9t( 〃 ＋12.0t､ ＋ 17.9％／   〃    ＋ 13.4t､＋ 20.5％） 

・ＮＺ原産  83.1t(  〃  △14.6t､ △ 15.0％／    〃    ＋ 36.5t､＋ 78.1％） 

 

【ソーセージ生産量（日本ハム・ソーセージ工業協同組合調べ）】 

令和元年１０月のソーセージ生産量は、次のとおりです。 

＊ソーセージ類合計生産量   ：28,134.3トン (前年同月比：100.5％) 

・ウィンナーソーセージ    ：21,389.5トン (  〃    ： 99.8％) 

・フランクフルトソーセージﾞ： 2,716.7トン (   〃     ： 93.2％) 

 

 

 ＨＰ更新内容（統計関係を除く）  

 

○盛晏株式会社の脱退周知 

 

○年末年始休業（令和元年 12月 28 日～令和 2年 1月 5日）の周知 

 

  

 参考情報・お知らせ  

 

○２０２０年賀詞交換会を令和２年１月１５日（水）に開催します。開催のご

案内は各組合員宛に送付しております。 

 

○2020日中天然腸貿易合同会議を 3月 24～25 日に博多近辺（場所未定）で開催

します。開催のご案内は各組合員宛に送付しております。 

 

○盛晏株式会社は、12 月 12日に破産手続を開始しました。このため、定款第

17条の規定により、同日付けで当組合を脱退しております。 

 



 

 今後の主な予定  

 

○ １月１５日(水) 令和元年度第３回理事会／２０２０年賀詞交歓会 

○ ３月１８日(水) 令和元年度第４回理事会 

○ ３月２４日(火)～２５日(水) 

          2020日中天然腸貿易合同会議  

○ ４月１４日(火) 令和元年度会計監査 

○ ４月２２日(水) 令和元年度第５回理事会 

○ ５月２６日(火) 第５７回通常総会／令和２年度第１回理事会  

           

                               以上 


